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病虫害に強い加工用ばれいしょ「北育33号」   

背 景

成 果

期待される効果

共同研究他 

加工用ばれいしょの安定供給を可能とし、道産ばれいしょの生産振興に貢献する。

加工用ばれいしょ新品種には、生産者の栽培しやすさ・
優れた貯蔵性が求められ、実需者の加工用途は多岐にわたる。

１ ２ ３
栽培しやすく
病虫害・障害にとても強い

分担試験場：中央農業試験場、十勝農業試験場
共同研究機関（協力機関）：ホクレン農業協同組合連合会、（農研機構北海道農業研究センター、ばれいしょ加工適性研究会）
本成果の一部は、農研機構生研支援センター「戦略的スマート農業技術等の開発・改良（SA2-104P)」の研究成果である。

きれいなポテトチップス

品質向上・長休眠性により
加工原料の長期安定供給

複数用途に適性あり

ジャガイモシストセンチュウ、そうか病、
Yモザイク病や、収穫作業時の塊茎打撲にも強い

ホクレン
農業総合研究所
との共同開発で
初の育成品種

「北育33号」 「トヨシロ」 収穫翌年3月のチップカラー
(値が大きいほどチップがきれい）

コロッケ、チルドパックにも利用可能

サラダ加工適性
実需者

A
実需者
Ｂ

フレッシュサラダ
（手作り感がある商品で

賞味期間が短い）
３ ４

ロングライフサラダ
（長期保存ができる商品） ３ ４

1(劣)～5(優)の5段階評価
(3以上で商品化可能な水準)
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問い合わせ先：北見農業試験場 研究部 馬鈴しょ牧草グループ 電話：0157-47-2146


